
 

 

 

 

       伊豆の国市 まちづくり市民アンケート調査 ご協力のお願い 

 

 

平素は、市政にご理解、ご協力いただき、誠にありがとうございます。 

このたび、市の政策に対する重要度や満足度など、日頃から感じていることを

お聞かせいただき、今後、市の取組を進めていく参考とするため、アンケート調

査を実施いたします。 

本調査票は、本市にお住まいの18歳以上の方の中から1,500人を無作為に抽出

し、送付させていただきました。 

お忙しいところ恐縮ではございますが、市民の代表として、ぜひ調査にご協力

くださいますようお願い申し上げます。 

                                   令和６年４月 

伊豆の国市長 山下 正行 

ご回答にあたってのお願い 

⚫ あて名のご本人がお答えください（代筆は差し支えありません）。 

⚫ 「郵送」または「インターネット」のどちらか一方の回答方法でお答えください。 

⚫ 令和６年５月１０日（金）まで に回答をお願いします。 

 

 

【郵送での回答方法】 

この調査票に直接記入いただき、同封の返信用

封筒に入れて、郵便ポストへ投函してください。 

 

 

 

 

【インターネットでの回答方法】 

ＱＲコードを読み取るか、下記の 

ＵＲＬから回答フォームを開き、 

右上の回答用番号を入力のうえ、 

回答してください。 

（https://logoform.jp/form/xmcs/77166） 
 

 
・本調査は統計的な処理を行います。 

・本調査は今後の市の取組を進めていくうえで 参考にさせていただく以外には使用しません。 

・個人が特定される結果の公表は行いません。 

・回答用番号はインターネットでの回答に使用します。郵送とインターネットで重複して回答していないかを確

認するために番号づけしてあります。 

 

問合せ先 

伊豆の国市役所 企画財政部 企画課 

〒410-2292 伊豆の国市長岡340番地の１ 

電話／055-948-1413 ファックス／055-948-2915 

メールアドレス／kikaku@city.izunokuni.shizuoka.jp 

回答用番号  

 

mailto:E-mail／seisaku@city.izunokuni.shizuoka.jp
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Ａ 伊豆の国市の印象等について、おうかがいします。 

 

A-01 伊豆の国市は住みやすいまちですか。 

１ とても住みやすい 

２ 住みやすい 

３ 普通 

４ 住みにくい 

５ とても住みにくい 

 

A-02 今後も伊豆の国市に住み続けたいと思いますか。 

１ これからもずっと住み続けたい 

２ 当分の間住み続けたい 

３ 何とも言えない 

４ いずれは市外に転出したい 

５ 市外に転出する 

 

⇒A-02で「１」「２」と答えた方に伺います。 

A-03-1 その理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ むかしから住んでいるから 

２ 実家や親族の住まいに近いから 

（または同居しているから） 

３ 地域の人間関係が良いから 

４ 自然環境が良いから 

５ 交通の便が良いから 

６ 買い物が便利だから 

７ 道路や公園、公共施設が整備されているから 

８ 防災対策が充実しているから 

 ９ 福祉施策が充実しているから 

 10 保健・医療体制が充実しているから 

11 子育て支援施策が充実しているから 

12 子どもの教育環境が充実しているから 

13 地域のイメージや土地柄が良いから 

14 住宅事情が良いから 

15 仕事の都合のため 

16 その他（            ） 

17 特に理由はない 

 

⇒A-02で「４」「５」と答えた方に伺います。 

A-03-2 その理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ むかしから住んでいるから 

２ 実家や親族の住まいから遠いから 

（または市外で同居予定） 

３ 近所付き合いが難しいから 

４ 自然環境が良くないから 

５ 交通の便が良くないから 

６ 買い物が不便だから 

７ 道路や公園、公共施設の整備が不十分だから 

８ 防災対策が不十分だから 

 ９ 福祉施策が不十分だから 

 10 保健・医療体制が不十分だから 

11 子育て支援施策が不十分だから 

12 子どもの教育環境が不十分だから 

13 地域のイメージや土地柄が良くないから 

14 住宅事情が良くないから 

15 仕事の都合のため 

16 その他（            ） 

17 特に理由はない 
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Ｂ 第３次伊豆の国市総合計画（※）の策定に向けて、おうかがいします。 
※今後の市のあるべき姿と進むべき方向性を示す基本方針であり、まちづくりのすべての基本となる計画です。  

 

B-01 「住みたい」「住み続けたい」まちとなるために、今後、市はどのようなまちづくりに力を

入れていくべきと考えますか。（○は３つまで） 

１ 安心して子どもを産み、健やかに育てられるまち 

２ すべての子どもや若者が夢や希望をもって羽ばたけるまち 

３ 子どもが楽しく学び、生きる力を身につけられるまち 

４ 大人になっても心豊かに学ぶことができ、スポーツや文化に親しめるまち 

５ 一人ひとりが健康づくりや病気の予防に取り組むまち 

６ 住み慣れた地域で安心して自立した生活を送れるまち 

７ 地域で支え合い、暮らしや生きがいをともに創るまち 

８ 一人ひとりが個性を生かし、活躍できるまち 

９ 魅力や愛着を感じ、住みたい、住み続けたいと思うまち 

10 いずのくにの魅力が最大限に活用され、また訪れたくなるまち 

11 国内や外国との間で様々な交流が生まれるまち 

12 地域の中で経済・雇用が循環し、にぎわいのあふれるまち 

13 将来にわたって農業や林業を続けていくことができるまち 

14 地震や風水害などへの備えが充実した、災害に強いまち 

15 迅速な消防・救急体制が整い、身近な病院にかかることのできるまち 

16 犯罪や交通事故がなく、安心して生活できるまち 

17 美しく豊かな自然を守り、自然とともに暮らすまち 

18 限られた資源を有効的に活用するまち 

19 将来にわたり、安全でおいしい水を守っていくまち 

20 だれもが安全で快適に暮らし続けることのできるまち 

21 安全で快適な道路や交通アクセスの整ったまち 

22 花と緑があふれ、いずのくにならではの景色が広がるまち 

23 その他（                      ） 

（子育て） 

（子ども・若者） 

（学校教育） 

（生涯学習・市民スポーツ・文化） 

（保健） 

（包括的支援） 

（地域福祉） 

（市民活躍） 

（シティプロモーション） 

（観光） 

（交流） 

（商工・雇用） 

（農林業） 

（危機管理） 

（消防・救急） 

（市民安全） 

（自然・生活環境） 

（循環型社会） 

（水環境） 

（市街地形成） 

（交通・道路） 

（景観・公園・住宅） 

 

B-02 あなたは未来の伊豆の国市をどんなまちにしたいですか。 

（自由に記述してください） 

 

 

 

B-03 上記で思い描いたまちにするためには、どのような取組を行ったらよいと考えますか。 

（自由に記述してください） 
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B-04 市民が主役となってまちづくりを進めていくためには、どのような取組が必要だと思い

ますか。あなたが参加したいと思う取組を教えてください。（○は３つまで） 

１ 市民アンケート等のアンケート調査 

２ 市長と語ろう会（懇談会） 

３ 市と協働する市民活動 

４ ボランティア活動への参加 

５ まちづくりワークショップ等 

６ 事業実施のための実行委員会 

７ 公募による審議会などの委員 

８ パブリックコメント 

９ その他（            ） 

10 参加したくない 

 

Ｃ 現在の市の取組への満足度・重要度について、おうかがいします。 

 
市では、平成27年度に第２次伊豆の国市総合計画を策定し、「ほんわり湯の国、美し国、歴史文化薫る

国、未来を拓く伊豆の国」の実現に向けて、これまで様々な取組を進めてきました。 
本計画に基づき、市が行っている下記の取組に関して、普段のくらしの中で感じている「満足度」

と、今後取組を進めていくにあたっての「重要度」をうかがいます。 
日ごろの印象から、あなたのお考えに最も近いものに○をつけてください。 

 
◆満足度：普段の暮らしの中でどれくらい満足して 

いるか 
◆重要度：今後、市がどのくらい優先的に力を入れて 

解決、改善、向上に向け取り組むべきか 

①満足度 ②重要度 

不満 満足 低い 高い 

          
           
C-01【自然環境の保全と景観の向上】 

脱炭素社会に向けた取組、自然を活かした景観づくりなど  
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-02【快適な生活環境の創造】 

省エネルギーや廃棄物の減量・再資源化の取組など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-03【地域を支える人材の就労支援】 

就労・起業支援、新規就農者への支援など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-04【地域特産品の競争力の強化】 

農商工福祉分野での連携、農産物のブランド化など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-05【地域産業の活性化と新たな雇用の創出】 

企業誘致、事業継承や経営革新への支援など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-06【移住・定住の促進】 

移住・定住促進のためのプロモーション強化など  
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-07【観光推進体制の強化と交流人口の拡大】 

アウトドア等の地域資源を活用した観光の促進など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-08【情報発信力の強化とおもてなしの充実】 

デジタル技術を活用したおもてなしの促進など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-09【歴史・文化・芸術を生かしたひとづくり・まちづくりの推進】 

郷土資産を学ぶ機会の創出など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-10【次代を拓く教育と研究の推進】 

グローバル人材の育成、ICTを活用した教育など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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◆満足度：普段の暮らしの中でどれくらい 
満足しているか 

◆重要度：今後、市がどのくらい優先的に力を入れて 
解決、改善、向上に向け取り組むべきか 

①満足度 ②重要度 

不満 満足 低い 高い 

          
           
C-11【婚活支援】 

出会いや結婚を後押しする機会の拡大など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-12【妊娠・出産への支援】 

産後ケア、不妊・不育症治療費の助成など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-13【新人パパママの不安解消】 

パパママ学級の開催、保健師による訪問など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-14【子育て環境の充実】 

働くと子育てを両立できる環境の整備など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-15【健康長寿を目指すまちづくりの推進】 

健康マイレージ事業、食育の推進など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-16【誰もが安心して暮らしていける地域社会の実現】 

フレイル・介護予防、福祉サービスの充実など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-17【地域防災力の向上（防災対策）】 

自主防災対策への支援、防災訓練の実施など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-18【地域防犯力の強化（防犯対策）】 

交通安全意識の高揚、消費者生活相談など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-19【防災・減災と安全・安心なまちづくりの推進】 

治水対策、緊急時の情報収集体制の強化など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-20【時代に即したインフラ資産の更新・新設】 

道路・橋梁・上下水道等の維持更新など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-21【公共施設等の適正管理・統廃合】 

公共施設の計画的な更新、統廃合、長寿命化など  
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-22【集約型都市の形成】 

都市の魅力を活かした効率的なまちの形成など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-23【地域に根差した公共交通網の構築】 

新たな交通システムの検討など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-24【地域生活やコミュニティの保持】 

地域・市民活動団体等との協働など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-25【ＮＰＯ等市民活動団体の育成・支援】 

市民活動団体間の連携の推進など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-26【お互いを尊重する社会づくり】 

誰もが個人として尊重される環境づくりなど 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

           
C-27【効率的な行財政運営の推進】 

効率的・安定的な行財政運営など 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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Ｄ 文化財展示施設（※）について、おうかがいします。 

 
市では、伊豆の国市の多種多様な歴史・文化の本質や価値、魅力を発信するとともに、学習や交流、

周遊の拠点となる新たな文化財展示施設を韮山時代劇場大駐車場に整備する計画を進めています。 
新たな施設を、より市民に親しまれ、そして、郷土の歴史に対する知識を深められるものとするた

め、おうかがいします。 

 

D-01 あなたが知っている市内の文化財（重要文化財・史跡・遺跡など）を教えてください。 

   （知っているものすべてに○） 

１ 大仁地区の縄文遺跡 

２ 山木遺跡 

３ 多田大塚古墳群 

４ 北江間横穴群 

５ 北江間横穴群出土の若舎人の石
いし

櫃
びつ

 

６ 北条氏邸跡（円成寺跡） 

７ 願成就院と運慶作仏像群 

８ 伝堀越御所跡 

９ 韮山城跡 

10 江川家住宅（江川邸）、韮山役所跡 

11 韮山反射炉 

12 地震動の擦
さっ

痕
こん

 

 

D-02 展示が充実していると良いと思う文化財を教えてください。（○は３つまで） 

１ 大仁地区の縄文遺跡 

２ 山木遺跡 

３ 多田大塚古墳群 

４ 北江間横穴群 

５ 北条氏邸跡（円成寺跡） 

６ 願成就院 

７ 伝堀越御所跡 

８ 韮山城跡 

９ その他（          ） 

 

D-03 充実していると良いと思う展示の手法・形態は何ですか。（○は３つまで） 

１ ２千年以上前からの様々な実物資料（本物）の展示 

２ 実際に資料に触れたり使ったりして学ぶ体験型の展示 

３ 映像を用いた演出・解説 

４ 昔の街並みや城などの復元模型・ジオラマの設置 

５ ＡＲ（拡張現実）やＶＲ（仮想現実）などデジタル技術の活用 

６ 城山や狩野川、温泉など自然の恵みや景観などの展示 

７ スマホアプリなどと連動して自ら学びを深めることができる展示 

８ タッチパネルなどを使ったデジタル機器による解説の設置 

９ その他（                    ） 

 

D-04 上記のほか、あなたが文化財展示施設に望むことを教えてください。 

（自由に記述してください） 
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Ｅ 日頃の運動習慣について、おうかがいします。 

 

E-01 １週間に１回以上、運動やスポーツ（競技種目だけではなく散歩やダンス・健康体操な

どを含む）を実施するように心がけていますか。 

１ はい ２ いいえ 

 

⇒E-01で「はい」と答えた方に伺います。 

E-02-1 この１年の間（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）、どのくらいの頻度で

運動やスポーツを実施しましたか。 

１ 週に５回以上（年251回以上） 

２ 週に３回以上（年151回～250回） 

３ 週に２回以上（年に101回～150回） 

４ 週に１回以上（年51回～100回） 

 

⇒E-01で「いいえ」と答えた方に伺います。 

E-02-2 あまり運動をしない、またはできない一番の理由は何ですか。 

１ 運動に関心がないため 

２ 運動の仕方がわからないため 

３ やる気が起きないため 

４ 疲れているため 

５ 体力がないため 

６ 病気であるため 

７ 腰痛があるため 

８ ひざが痛いため 

９ その他部分の筋肉痛、関節痛があるため 

10 運動する時間がないため 

11 運動する場所がないため 

12 一緒に運動する仲間がいないため 

13 十分なのでやる必要がないため 

14 その他（          ） 

 

Ｆ 孤独や孤立に関する取組について、おうかがいします。 

 

F-01 あなた自身またはあなたの周りの人についてお聞きます。 

   周囲から助けがなく、孤立していると思われる人（※）はいますか？ 
   ※ひきこもりや地域とかかわりのない一人暮らしの高齢者等 

１ はい ２ いいえ 

 

F-02 あなた自身またはあなたの周りの人が、「孤立」や「ひきこもり」で悩んでいるとき、相談

先を知る手段として思い浮かぶのは、どこ（誰）ですか？（当てはまるものにすべて○） 

１ 福祉事務所 福祉相談室 

  （旧福祉相談センター） 

２ 市のその他の窓口 

３ 家族や親せき 

４ 友人や職場の人 

５ 民生委員・児童委員 

６ 社会福祉協議会 

７ 地域包括支援センター 

８ 市公式ホームページ 

９ 国や県の公式ホームページ 

10 体験談や経験者の声が載っているウェブサイト 

11 Youtube等の動画サイト 

12 Ⅹ、Instagram等のＳＮＳ 

13 その他（          ） 
 



 

7 

 

Ｇ あなた自身のことについて、おうかがいします。 

 

G-01 性別をお答えください。 

１ 男性 ２ 女性 ３ 答えたくない 

 

G-02 年齢はいくつですか。 

１ 30歳未満 

２ 30歳代 

３ 40歳代 

４ 50歳代 

５ 60歳代 

６ 70歳代以上 

 

G-03 お住まいの地区はどちらですか。 

１ 伊豆長岡地区 ２ 韮山地区 ３ 大仁地区 

 

G-04 家族構成は次のどれですか。 

１ ひとり暮らし 

２ 夫婦のみ 

３ 親と未婚の子ども 

４ 親と子ども夫婦 

５ 親と子どもと孫 

６ その他（            ） 

 

G-05 キャッシュレス決済を利用していますか。（利用しているものにすべて○） 

１ 電子マネー 

２ ＱＲコード／バーコード決済 

３ プリペイドカード 

４ クレジットカード 

５ デビットカード 

６ 利用していない 

 

Ｈ これからの伊豆の国市についてご意見やご提案がありましたら自由にお書きください。 

 

（自由に記述してください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。令和６年５月１０日までに忘れずに投函をお願いします。 
 


